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「デ ィ シ プ リン 』 を考え る

市 川 惇 信

1。は じめ に

　パ ネル 討論会 「
“
研究・技術計画

”
の デ ィ シ プ

リ ン を問 う」 の パ ネル メ ン バ ー
と して参加 を求

め られ たの は，シ ス テ ム 科学 と い う領域 の 研 究

に比較的早 くか ら参加 し長 くそ の 領城 に い た，

とい う理 由で あろ う。 しか し，パ ネル 討論会の

「趣 旨」 に示 され て い る講演者 の 役割 に 照 らせ

ば，私 は全 く資格 の な い 講演者 で ある。 とい う

の は ， 私 は シ ス テ ム 科 学にお い て
「
デ ィ シ プ リ

ン の 形 成 」 を意識 しな か っ たば か りで な く，デ

ィ シプ リ ン の 形成 に 反 対の 立場 をと っ て きた か

らで ある。こ こ で は，私が どの よ うな行動 をと

っ て きた か
， 何故その ような行動 を とっ た か を

述 べ て討 論の
一
ド地 を作 りた い

。

2．「デ ィ シ プ リン 」 とは

　disciplineの 意味 を Webster に 相談 す る と

次 の ようで ある （
一

部省略）。

　discipline： n ，［Ldiscipulus，　from 　disco，　to

Iearn］　 Training，　education ；instruction　and

the　government 　of 　conduct 　or 　practice；the

training　to　act 　in　accordance 　with 　rules ；drill；

（Lli略）−disciplinary： a ，　 Pertaining　 to　disci−

pline；intended　for　discipline；promoting 　disci・

pline．

　訓練 ， 教育 ， しつ け ， が語 源で ある 。 私が 知

　 る用 法 と し て も，
“He 　is

　we11 （il1）disciplined．t’

と

　 い えば，「彼 は しつ けが よ

い （悪 い ）」 で ある 。 disciplineは本質的 に教育

訓練 を含意 して い る言葉 で ある 。
interdiscipli−

nary は
「
教育 の 区分 に は な い 」 と い う意味で あ

る。interdisciplinary　research は あ り得 て も，

interdisciplinary　education は な い
。 我 が 国の

幾 つ か の 大学にお い て
「学際分野の 教育 」 を謳

っ て い るの は ，
こ の 意味で は語義矛盾 で あ る 。

もし，そ れ が 教育体系 と して 意味が あ る もの な

らば，traditional 　disciplineに対 して new 　dis−

cipline と い うべ きで あろ う。

　本質的 に教育訓練 を含 意 して い る
「
デ ィ シ プ

リ ン 」 が ，本来の 意味が 忘れ られ て 「学問分野 」

の 意味だ け が 伝 え られ て い る と こ ろ に ，日本 の

学術が 抱 え る基本的 な 問題 が存在 する と私 は考

える。

　何故 「教育，訓練 ， しつ け 」 が
「

学問分 野 」

に な っ た の か 。こ の 背景 に は ， 江 戸時代にお い

て ， 武芸 ・文芸諸道が 成立 す る過程で ， ○○道

の く △ 流 とい う形態が で きあが っ た こ と ， すな

わ ち教育の 仕 方を問題解決 の 方法の 体 系に等置

した こ とに関係が あるの か もしれない
。

　 しか し， 現 代の 学術 に つ な が る意 味 で 決定的

で あ っ た の は ，明 治維新 の 時期 が もつ 科学史上

の 意 味 で ある。1868年 と い う明治 維新 を科学史

の 上 に重ねれば図 1 に示す もの とな る 。

　 1810年 の ベ ル リ ン 大学の 設置 ， 1850年 の 熱力

学の 大成，1859年の 進化論 ， ユ861年 の フ ァ ラデ

ー
に よるク リス マ ス 講演 の 発足 ，

MIT の 設置，

1871年 の Maxwell の 電磁 気学 ， など に代表 さ
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図 1．明治維新前後の 科学 技 術 エ ピ ソ ード

れ る よ うに
， 学術 の 新た な体 系が 急速に 発生 し

っ っ ある時代 の た だなか に あた る。1871年 に 設

置 され た工 部寮を設計 した ダイア
ーの 卓見 もあ

り，
こ の よ うな新 たな体 系が組 織的 に導入 され

た。すな わ ち ， 西 欧科学技術の 受容 は体系 的 に

きわ め て効果的に 行われ た。 こ れは明 治の 好 運

で あ っ た。

　好 運 は同時に不 運 で もある。こ の 場合の 不運

は ， 体系化 され た導入学問が 「正統な学問 」 と

され ， それ以外は異端 とな っ た こ とに ある 。 す

なわ ち， 「教 育の ため の 体系の 単位 」 が 「学 問分

野」 と認識 され る こ と とな っ た。体 系の 延長が

「正統 な研究」 で あ り，眼前 に ある具体的問題か

ら研究課題 を見 い だ す こ とは，正統 な らざる異

端の 行為 と な っ た。今 日 で も，特 に大学 ・研究

所等 に お い て ，基礎 研究 は こ れ まで の 学術的成

果 を延長す る 「高 尚」 なこ と で あ り，現実の 問

題か ら生 まれ る課題 を研究す る こ とは，た とえ

それ が
「基礎 」 を研究す る こ とで あ っ て も 「応

用研 究 」 と して
一

括 し，

一
段低 く見 る態度が牢

固 と して 残存 して い る。 こ の 偏見 に は ， 現 在通

用 して い る 「基礎研 究」
「応用研究」 の 定義も貢

献 して い よ う。

3。学問分 野 の 創成 過程

　学問分 野 は
「特殊な問題 の 発見 と設定，お よ

び そ の 解決 」 が あ っ て は じめ て形成 される もの

で ある。こ の こ と は， 「science 」 と い う言 葉が

「philosophy」 に換 わ っ て 用 い ら れ る ように な

り，今 日に伝 わる多 くの 学問分野が作 り出 され

た 19世紀 に おけ る数 々 の 業績か ら も明 らか で あ

る。 また，第二二次大戦 中か ら今 日 に 至 る新 しい

科学技術の 発展 を眺め て もそ うで あ る 。 そ の 幾

つ か を示す。

・計算機科学 ：Babbage に始 まる計算機械 の

　開発か ら ， 第二 次大戦 中の 弾道計 算の ため の

　 ENIAC
， そ れ を引 き継 い だ EDVAC に 見 ら

　れ る よ うに ，

「数値計算を自動化する」 と い う

　問題 を解決す るため の 研 究開発 か ら始 ま っ て

　 い る 。

・オペ レ ーシ ョ ン ズ ・リサ ーチ ：第二 次大戦 中

　の 潜 水艦探索問題が その 端緒 で ある。

・サ イバ ネテ ィ ク ス ：対空砲火器 の 制御 を端緒

　 と して ， N 、ウイナーが 「動物 と機械 に お け

　 る通信 と制御」 の 仕組 み を洞察する こ．とか ら

　始 まっ た。

・トラ ン ジ ス タ ： 全米 に電話 網を 展開す る に 際

　 し，そ こ で 用 い られ る交換機 の 素子 と して リ

　 レ
ー

お よび真空管 は不適 当で あ ると の 見 通 し

　か ら ， 問 体素子 の 研 究開 発 が進 め られ た結果．

　 と して生 まれ た 。

・集積 回路 ： 2 つ の 系統 が ある が ， そ の 1 つ で

　 あ るテ キ サ ス ・イ ン ス ツ ル メ ン ツ （TI ） で

　は ， Kilbyが 当時 T 　I に 多発 して い た半田付

　 け不 良問題の 解決策 と して 集積 回路 に思 い 至

　 っ た。

　計算機科学 を例 に 取れば，多 くの 分 野 の 第一

級 の 研究者 が 集ま っ て 計算機 を開 発 し
， そ の 後

を引 き継 ぐ研究者 を養成す るた め に 大学 院博士

プ ロ グラ ム が設置 され ， そ こ で の 知識移転を効

率化す るた め に そ れ まで に得 られ た研 究成果 を

整理 した結果 と して ， 計算機科学 と い う分 野の

姿が見 えて きた 。 それ は さ らに必要 な隣接の 知

識 を糾合 して 1 つ の 教育の 区分 とな り ， 修士 課

程 ， 学部課 程 へ と下 方 に展開 され て きた 。

　 問題 領域 の性質 に よ っ て は学部 の 課程 に は展

開 せ ず ， 大学院 の 課程 に留 ま っ て い る領域 が あ

る。　 オ ペ レ
ーシ ョ ン ズ ・リサ

ー
チ は そ の 典型 で

ある。また，全 く教育課程化 しなか っ た サ イバ

ネテ ィ ク ス の ような例 もあ る。そ こ で は，ウ イ

ナーの 洞察 と概 念提示 が科学技術 の 殆 どすべ て

の 領域 に浸透 し大 きな影響 を与えた が
， それ を
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他の 教育課程か ら区別 して 立 て られ る べ き教育

課程 とす る必要 は生 まれ なか っ た。それほ ど に ，

普遍的な概 念が提 示 された ， とい っ て よ い 。

4．「デ ィ シ プ リン 」 と は （再 訪）

　以 E．をま とめれ ば，デ ィ シ プ リ ン とは ， ある

一群の 問題 とその 解決法 に 関す る研究成果 を整

理 しと りまとめ るこ とに よ り， 問題 の 発 兄 ・提

示 と そ の 解決法 の 開 発に か か わ らな か っ た 人々 ，

すなわち，そ の 学問の 創成に かか わ らな か っ た

人 々 ，を教育 ・訓練す るの に効率的な もの に し

た体系 を意味す る。

　デ ィ シ プ リン は パ ラ ダイム の 幾 つ か を含 む こ

とが 必 要 に なる 。 T ．ク
ー

ン の 定義に よ れ ば ，

パ ラ ダ イ ム とは次 の 要件を備 える知識 の 集 まり

で あ る 。

（1）他の 競争す る研 究 活 動を捨 て てそ れ を支持 し

　 ようとす る熱心 な グ ル
ー

プ を形 成 さ せ ，

  その 研究 グル ープ に 解決すべ きあらゆ る種類

　 の 問題 を提示す る 。

　 また， い か なるパ ラ ダイム もい つ か は行 き詰

まる もの で ある の で，パ ラダイム 変換を 可能 と

す る仕組 み が デ ィ シプ リ ン に 組み 込まれて い る

必 要が あ る 。

5．システ ム科学とは何か ，そこで何 をしたか

　シ ス テ ム科学 とは次 の ような問題 を取 り扱 う

領域 で あ る 。

対 象 ： シ ス テ ム とは対 象 を部分が 結合 して 作 る

　全 体 と して 認識 した とき対象 に つ ける普通 名

　詞で あ る 。 部分 をまた シ ス テ ム と して ，ま た

　全 体 をよ り大 きい シ ス テ ム の 部分 と して認識

　すれば シ ス テ ム 階層が 形成 され る 。 下 方お よ

　び ．上方へ の 無限 の 階層を切 断す るた め ，最小

　 （機能 ） 要素 と最大 シ ス テ ム を設定す る 。

シ ス テ ム 記 述 の 方法 ： 部分 の 属性 と部分 の 結合

　 の 仕方 （シ ス テ ム 構造） を記 述す る 方法 を生

　 み 出す。方法 と して は ，問題 とその 解決に 適

　 した記述力，解析 力，操作 （合成 ）力の バ ラ

　 ン ス が 重要で ある。

シ ス テ ム 解析 ：部分 の属性 と シ ス テ ム 構造 を決

　定 し，それ か ら全体 の 属性 の 発現過程 を理 解

す る こ とで ある。

シ ス テ ム 合成 ：全体の 属性 を規 定 して ， そ れを

　実現す る シ ス テ ム 構 造 と部分 の 属性 を決定す

　 る こ と で ある 。

　こ の 領域 で ，私 は次 の こ とを行 っ た。

・面 臼 そ うだ か ら参入 した （1960＞。

・面 白 そ うな い ろ い ろ な 問題 を取 り扱 っ た

　（1960．− 90）。

・話 合う仲 間 が 欲 しか っ た か ら研究会 を作 っ た

　 （1962）。

・研究発表 の 場 を作 っ た （1975＞。

・シ ス テ ム 研究者 が 研究 費を確保する手 だ て を

　講 じた 。

・大学院 専攻 を作 っ た （1975）。
こ れ は ，   多 く

　 の 入か らシ ス テ ム の 領域で 訓練 を受け た人 が

　必 要 と い われ た こ と 。   シ ス テ ム を形 容詞 と

　 して もつ 領域 の 中核が 必 要 と思 われ た ，
こ と

　 に よる。

・現 在 は ，研究所 の 管理 運営お よ び研究者の 人

　 事行政 をシ ス テ ム とみ な して 頭を絞 っ て い る

　 （／990− ）。

　こ こ で 明 らか なよ うに ，

「学問領域 ， デ ィ シプ

リ ン 」 の 形成 を意識 して 行動 した こ と は な い 。

　 シ ス テ ム 科学 は次 の こ とか らデ ィ シ プ リ ン と

な っ て お か し くは な い 分 野 で ある。

問題の 存在 ：電話網の 大 陸展 開 ， 計算機 の 設計 ，

　宇宙プ ロ グ ラ ム に始 ま り， 現 在 で は極 め て 普

　遍 的 に 存在す る 。

研究の 展開 ：か な りの 知 識が蓄積 し体系化 され

　 て きて い る。

教育の 展開 ：

　博士 課程 ：新 しい 領域 に 展開で きる人材養成

　　課 程 と し て 意昧 を持 っ て い る よ うで あ る 。

　修 上課程 ： シ ス テ ム 屋 と して 役立 っ て い る 。

　 学部課程 ：シ ス テ ム 分 野 で は 困 難 で あ る。

　　 （○○ シ ス テ ム 工 学の よ うに 形 容詞 と して

　　用 い られ る もの は別 で ある）

パ ラ ダイ ム 変換 ：変換 が起 こ っ た と きの 受 け皿

　 と受け入 れ る寛容 さはあ る。シ ス テ ム 概念に

　 お け るパ ラダイ ム 変換 と して は ， 次が挙げ ら

　 れる。   集中シ ス テ ム → 自律分 散シ ス テ ム
，

　  シ ス テ ム 合成 → シ ス テ ム （自律的）創発。
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　こ の ように シ ス テ ム 科学 とい う分 野はデ ィ シ

プ リ ン とな る 要素 を もっ て い た に もか か わ ら

ず ， 私 が デ ィ シ プ リ ン 化 を図 らな か っ た 理 由

を次に 挙げ る。

（1）我 が国の 特殊事情 として ，先 に述 べ た ように ，

　デ ィ シ プ リ ン 化 す る と次の 問題 が 生 じる 。

　  学 問か ら学 問 が延 長 さ れ る ように な る

　 （具体的問題 を 見な くな る）。

　  デ ィ シ プ リ ン 化 したが る理 由に，後 に い う

　共 同体 を構成 して 生 き残 ろ う とす るな ど，疑

　問が ある。

  シ ス テ ム 的発想は人の 属性 に依存する 。 す な

　わち ，
シ ス テ ム 的発想 が で きない 入たちが 存

　在す る。教育体系 と して は ， 人 の 属性 を超 え

　て ， 教育訓練 で きる性質 を もつ こ とが 必要 で

　 あ る。

  具体的対象 （媒体）依存の 側面が あ る 。 すな

　 わ ち ， シ ス テ ム の 教育 と対象分野に つ い て の

　 個別的知識 の 教育は い ずれが 先か を考え るな

　 らば，個別 が 先で ある， とい える。

（4）体系化 して 教育体 系 を作る より，新 しい 問題

　 を設定 し解 く方が 面白か っ た 。

（5）学問 の 体 系は放 っ て お い て もで き る 。 歴 史 は，

応 用

ブ レ
ーク ス ル

ー

非 応 用

新 た なブ レ ーク ス ル
ーが 生 まれ る こ とに より

学問が 体系化 され る こ とを示 して い る 。 体系

化 を図 る研究に よ り体 系化 されるの で はな い 。

6．進化 体 と しての 研 究組織

　仮説お よび 要素技術を 「変異 を伴 う自己複製

子 」 とす る科学技術は ， 自ずか ら進化 して 整合

的なシ ス テ ム を作 る。

　研 究の 態様の ／つ の 分類 は ， 先端突破的 研 究 ，

全戦線防衛的研究，基盤研究に 分 ける こ とで あ

る 。 他 の 1 つ の 分 類 は ，図 2 に 示すように ， ブ

レ
ー

ク ス ル
ー研 究 vs イ ン ク リメ ン タ ル 研 究 ，

応用研 究 vs 非応用 研 究の 2 軸 で 捉 え る こ とで

あ る 。

　ブ レ ーク ス ル
ー

研 究は次 の 管理 運営に よ り効

果的 に推進で きる。

（1）相異な る広 い 領域 で の 第一級 の 研究者 を集め

　 る。

  それ らの 研究
．
者に ， ブ レ

ー
ク ス ル

ーを奨励す

　 るな ど，明確な ビ ジ ョ ン を与 える 。

（3）研究者 に 自由に 発想 させ る 。

（4）相互 に 刺激的 な雰囲気 を醸成 する。

　 ブ レ
ー

ク ス ル ーを生む 研究組織 は ， テ ニ
ー

ス

の い う 2 つ の 組織 形態 ， 共同体 ， 機 能体 の い ず

れ で もな い 。表 1 に 示す進化体 とで もい うべ き

第 3 の
．
形態 で あ る。研究組織 は，図 3 に示 す よ

うに，機能体，共同体お よび 進化体の 3極限形

が つ くる三 角形 の 内点の ど こ か に 位置す る 。

　我 が国の 研 究組織は，機能体あ るい は進化体

で ある よ りも，共同体化 して い る こ とが 多い 。

イ ン ク リメ ン タ ル

表 1 ．組織 3態

図 2 ．研 究の 態様 を表 す 2 軸

図 3 ．研 究 の 区分 と組織態横

共 同 体 進化体 機 能体

組 織 目 的
組 織 と 成員の 生
き残 り

普遍世界 へ の 貢
献

規 定 され た特 定

目的

運 営 原 理 最小仕 事 最大 貢献
最小費用 で 最大
達成

組 織 評 価 生 き 残 り 貢献能 力 ・実績
目的 達 成能 力 ・
実績

組 織 構 造 単 層
ア 　ド ホ ツ ク ・
ネ ッ トワ

ー
ク

階 層 ・ネ ッ ト

ワ ー
ク

搆 成 員評 価
内部評価 ： 安 定
基 準

外部評 価 ：貢 献

度

内部 評 価 ：淫成
基 準

搆成員の 可視性
見 え な い ：交替
不 要

構成 員 に よ り組

織 が可 視
見 え な い ：交 替
可能

情 報 配 分 公 平 ・平 等 相 互 触発
構 造 に 沿 っ た

ル ー
トで

組 　 織　 例
家族，地 域 社会，
学会

研 究組 織 設 計

事務 所

企 業，行 政組織
軍 隊
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Japan Society for Research Policy and Innovation Management

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soclety 　for 　Research 　Pollcy 　and 　工nnovatlon 　Management 二

こ れ は ， 我が 国社会の 統 合原理 に よる もの で あ

ろ う。

　共同体化する こ とを含 め て 研 究組織 は老齢化

す る 。 ピ ョ
ー トル ・

カ ピ ツ ァ は，それ を人 の 老

齢化 に なぞ らえて次の よ うに表 現 して い る 。

〔1）大食 の 傾 向 ：適 正 に使 え る以 上 の 研究資源 を

　要求す る e

  お しゃ べ りの 傾向 ：学術の 進歩に 貢献 しな い

　論 文 を多数発表す る ように なる。

（3）繁殖 能 力の 低 下 ：新 しい 学問領域 を生 み 出せ

　 な くな る 。

（4）肥満の 傾向 ：有効 に機能 し て い な い 部分 が 発

　生 す る 。

  老 人性硬化の 傾向 ：こ れ まで の 領域 に 固執 し，

　新 しい 分野に 展 開で きな い 。

　老齢化 は病気で はな い ，健全な状態で ある。

したが っ て 自覚 に 乏 しい 。 必要な こ とは評価 を

伴 う競争的状況 に置 い て 老齢を自覚させ る こ と

で ある。
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